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百
姓
一
撲
の
畿
生
季
節

黒

正

民生

百
姓
一
俣
の
描
誕
生
航
路
は
之
を
時
川
的
井
民
地
理
的
の
二
方

両
か
ら
脱
出
封
ず
る
事
が
川
氷
る
。
印
ち
百
姓
一
授
は
如
何
た
る

時
代
又
は
季
節
に
於
て
多
く
後
生
せ
ん
止
す
る
の
傾
向
あ
る
か

の
研
究
在
、
如
何
な
る
地
方
又
は
地
域
に
於
て
後
生
鴇
庄
が
大

で
あ
る
か
の
研
究
止
で
あ
る
。
而
し
て
之
が
研
究
は
徳
川
崎
代

の
封
建
枇
曾
白
白
川
朋
域
過
程
K
於
て
費
生
し
た
る
最
も
顕
著
友
る

樟

録

首
位
一
摂
白
磁
生
事
怖

批
曾
現
象
た
る
百
姓
一
授
の
研
究
に
於
け
る
巾
心
問
題
に
し

て
、
全
般
に
一
且
る
御
山
間
は
簡
単
に
之
壮
行
ふ
と
と
が
山
来
な

い
。
故
に
木
材
に
於
て
は
各
年
共
に
於
け
る
百
姓
一
授
の
由
民
生

献
離
を
数
字
的
に
示
し
て
、
百
姓
一
撲
が
徳
川
時
代
的
如
何
た

る
時
期
民
於
て
最
も
多
〈
費
生
し
た
る
を
大
観
す
る
に
止
め
、

モ
白
何
故
に
然
る
か
の
論
究
は
仙
の
機
曾
に
誠
る
事
と
し
た
。

又
と
の
数
字
は
之
を
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
に
去
は
す
時
は
、
百
姓

抽
間
質
生
、
と
政
治
文
化
そ
の
他
の
事
情
と
相
泊
腿
さ
る
宜
容
易
に

理
解
す
る
事
が
山
梨
る
が
、
紙
凶
の
都
合
上
制
法
せ
ざ
る
を
得

た
か
っ
た
。

百
姓
一
授
が
時
代
的
比
一
向
止
の
グ
ル
ー
プ
を
在
し
て
資
生
せ

ん
止
す
る
傾
向
め
る
事
は
、
失
の
年
衣
別
に
よ
る
費
生
川
蚊
に

よ
っ
て
明
か
で
あ
ら
う
。
従
て
モ
の
致
生
欣
態
。
如
何
に
よ
っ

て
徳
川
時
代
二
百
六
十
五
年
を
極
々
の
時
捌
に
眠
訓
ず
る
事
が

出
来
る
が
、
百
姓
一
撲
の
設
生
季
節
を
研
究
す
る
上
に
は
直
接

削
剛
係
た
吉
が
故
に
、
之
江
つ
き
で
は
敢
え
て
論
及
し
た
い
。

第
二
十
七
巻

λ 
じ

静

観

九
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雑

錐

百
姓
一
艶
心
費
生
季
簡

人
闘
が
他
。
生
物
し
と
異
う
て
偉
大
な
る
務
柿
力
主
有
し
、
と

の
精
一
脚
力
に
よ
っ
て
種
々
の
活
動
を
左
し
、
そ
の
精
紳
的
活
動

の
複
合
鎧
が
無
限
在
る
一
叫
命
現
象
主
左
っ
て
現
は
れ
て
来
る
の

で
あ
る
か
ら
、
枇
曾
現
象
は
全
く
人
間
心
精
榊
活
動
の
み
に
よ

っ
て
影
響
せ
ら
れ
・
自
然
の
強
制
と
は
無
闘
係
に
存
在
し
う
る

か
の
如
く
に
忠
は
れ
る
。
併
し
乍
ら
枇
曾
現
象
山
生
起
を
大
量

的
に
樹
祭
す
る
時
は
、
そ
れ
が
ほ
然
の
影
響
に
上
る
や
又
は
人

間
性
に
基
く
や
は
別
問
題
と
し
て
、
之
れ
に
は
一
定
の
季
節
性

の
存
す
る
事
E
褒
見
し
う
る
の
で
あ
る
。
百
姓
一
授
の
裂
生
に

於
て
も
亦
一
定
の
季
節
が
b
る
よ
う
に
忠
は
れ
る
。
只
両
姓
一

授
の
殻
生
を
季
節
的
に
槻
抽
出
す
る
に
方
り
て
困
難
を
感
中
る
臨

は
、
そ
の
品
民
生

E
如
何
た
る
時
定
に
定
む
べ
き
か
の
問
題
で
あ

る
。
査
し
百
姓
一
授
の
持
続
性
は
そ
の
抵
抗
形
態
に
よ
っ
て
長

短
の
差
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
百
姓
一
授
が
越
訴
と
い

へ
る
抵
抗
形
態
を
と
り
し
場
合
に
於
て
、
越
訴
者
が
越
訴
し
た

る
時
を
蛍
生
と
す
る
か

又
は
最
初
に
徒
蕪
を
組
成
し
た
る
時

期
を
費
生
時
と
す
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
又
余
の
調
査
し
た
る

第
二
十
七
巻

第

扱

一
四
六

ゴL
凹

五
百
七
十
四
件
白
百
姓
一
撲
の
内
に
て
、
設
生
月
日
の
不
明
た

る
も
白
二
百
十
四
の
多
き
に
及
ん
で
居
る
か
ら
、
百
姓
一
撲
の

費
生
を
季
節
的
忙
観
察

T
る
在
い
ふ
も
賞
は
三
百
六
十
件
(
全

闘
の
約
六
十
二
%
)
に
就
い
て
ど
あ
る
o
而
し
て
余
は
之
等
。

事
件
を
月
別
に
し

τ観
察
廿
一
ん
・
と
す
る
白
で
あ
る
が
、
と
の
場

合
に
そ
の
持
続
期
聞
に
よ
ら
宇
し
て
、
徒
誌
の
国
的
を
達
成
す

る
矯
め
の
抵
抗
が
硯
賓
に
表
明
せ
ら
れ
た
る
時
を
以
て
費
生
時

と
定
む
る
事
・
と
し
た
。
例
へ
ば
百
姓
一
授
が
胆
訴
の
静
態
を
と

り
た
る
場
合
に
は
、
強
訴
の
勃
費
し
た
時
聖
護
生
時
と
し
、
越

訴
に
よ
り
た
る
時
は
越
訴
の
行
は
れ
た
る
時
を
占
っ
た
。
蓋
し

一
般
に
徒
識
の
組
織
せ
ら
れ
た
る
時
を
知
る
事
拡
審
易
で
危
い

か
ら
で
あ
る
。
今
と
の
方
法
に
よ
っ
て
百
姓
一
授
。
後
生
を
月

別
に
統
計
す
れ
ば
次
の
如
〈
で
あ
る
。

月

次

盛
生
時
の
明
か
な
る
百

姓
一
携
に
封
す
る
比
例

一
ニ
・
ニ
戸

大
・
回

入
・
入

国

-
t

E
・入

月

設
生
回
殴

間
四

一一一二
三一一一

七
一一一

E 四 三 ニー

月月用月



合十十十九 λ 七六

計月且月

六回三三二三二三

O 八七 O 一二五 O

月

λ
・三

七・

o
λ

・λ
五・八

八・一一一
一0
・一ニ

一=一・一-一

一0
0
・0

月月 月

右
の
計
数
に
よ
っ
て
比
る
に
、
最
も
多
吉
は
十
二
月
白
四
十

八
件
に
し
て
、
費
生
月
次
白
明
か
た
る
百
姓
一
授
政
の
一
三
・

三
%
を
占
め
、
一
月
の
四
十
四
件
二
一
・
二
%
之
に
弐
ぎ
、
十

}
月
、
八
月
、
一
一
一
月
、
十
月
、
六
月
は
各
々
二
三
十
件
以
上
に

及
ん
で
居
る
。
而
し
て
百
姓
一
授
の
稜
生
の
最
も
少
き
月
は
四

月
白
十
七
件
に
し
て
、
四
・
七
%
に
す
ぎ
宇
、
五
月
九
月
は
之

に
尖
い
で
少
い
。
之
を
闘
表
に
よ
っ
て
示
せ
ば
、
百
姓
一
授
が

如
何
怠
る
季
節
K
於
て
最
も
多
く
褒
生
せ
ん
さ
す
る
の
傾
向
あ

る
か
を
容
易
に
現
品
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
左
に
掲
ぐ
る
岡

表
は
之
れ
で
あ
る
。
倫
ほ
と
の
圃
去
に
於
て
四
月
主
基
軸
止
し

た
る
は
、
地
方
に
よ
り
て
多
少
の
異
同
は
あ
る
が
、
奮
時
米
作

の
瑠
備
白
開
始
せ
ら
る
a
A

の
は
沓
暦
四
月
頃
で
あ
る
か
ら
で
あ

雑

持

百
姓
一
按
白
謹
生
季
節

百寸't.-JIt， ~'/1t我表
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雑

錐

百
姓
一
授
の
費
生
季
白

っ
て
、
勝
年
月
に
よ
っ
て
一
月

E
基
貼
止
す
る
は
‘
米
作
を
中

や
と
す
る
営
時
の
農
民
の
活
動
、
従
て
叉
百
姓
一
授
の
費
生
季

節
を
見
る
白
に
は
不
趨
首
で
あ
る
占
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

四

右
に
示
し
た
る
百
姓
一
授
の
愛
生
月
に
よ
る
曲
線
拡
種
々
の

立
場
よ
り
説
明
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
が
、
併
し
と
伯
尚

線
の
説
明
は
決
し
て
紹
鈎
的
の
も
の
で
は
あ
り
待
た
い
。
故
に

以
下
述
べ
ん
と
す
る
余
の
見
解
も
全
く
一
憾
の
説
明
に
す

F
K

い
事
を
昔
白
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

曲
線
の
説
賠
L

と
し
た
る
問
月
に
於
て
百
姓
一
俊

ω後
生
の
最

も
少
き
は
、
百
姓
が
春
の
行
諜
E
了
へ
、
新
し
在
希
望
に
渦
ち

て
己
の
年
の
農
作

ω帯
備
に
と
り
か
も
ゐ
り
、
之
に
忙
殺
さ
れ
る

主
同
時
に
、
晩
春

ω清
新
な
る
気
分
に
元
気
横
溢
し
、
武
士
に

反
抗
せ
ん
・
と
す
る
が
如
き
陰
惨
た
る
考
慮
を
懐
く
の
機
曾
に
乏

し
い
が
詩
め
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
五
月
に
た
り
て
多
少
増
加

す
る
の
は
、
納
付
に
際
し
て
水
論
が
起
り
、
之
れ
が
動
機
主
た

っ
て
百
姓
一
撲
を
誘
愛
す
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
回
制
民
多
忙

・
な
る
待
め
特
別
の
事
由
白
生
ぜ
ざ
る
限
h

夕
、
容
易
に
百
姓
一
俊

第
ニ
十
七
巻

九
六

都

観

I>!l 
J、

は
起
ら
な
い
。
五
月
に
百
姓
一
換
の
少
い
の
は
主
と
し
て
と
の

聞
の
事
情
に
基
く
も
白
で
あ
ら
う
。
然
る
忙
六
月
民
入
り
て
百

姓
一
撲
の
激
増
す
る
は
、
姿
牧
穫
白
租
税
上
納
及
び
水
輸
の
如

き
事
件
の
多
〈
褒
生
ず
る
時
季
に
し
て
、
且
つ
梅
雨
後
は
と
か

〈
百
姓
の
一
岬
経
を
昂
奮
せ
し
め
易
い
か
ら
で
あ
ら
う
。
七
周
に

た
れ
ば
、

阿
草
取
り
も
二
臨
終
了
し
、
殊
に
精
簸
を
祭
っ
て
盆

踊
に
溶
き
身
を
や
っ
し
亭
襲
に
耽
る
季
節
で
あ
る
か
ら
、

般

に
人
気
が
陽
気
左
左
り
敢
史
て
騒
動
左
ど
を
企
つ
に
至
ら
-
泣

い
。
八
月
比
於
て
は
百
姓
一
授
酌
著
し
〈
増
加
し
て
来
る
。
惟

ふ
に
、
八
月
は
所
謂
端
境
期
に
し
て
農
民
の
多
数
を
白
む
る
貧

山
聞
は
食
糧
の
欠
乏
在
来
た
す
時
期
忙
し
て
、
農
民
は
之
が
救
済

を
求
め
夫
食
貸
を
胸
ひ
出
づ
る
事
の
多
い
月
で
あ
る
。
然
か
も

己
白
夫
食
貸
下
の
要
求
は
蛍
時
制
刷
る
多
額
に
上
っ
た
も
の
ミ
如

く
、
従
て
武
士
は
充
分
に
農
民
の
要
求
に
臨
守
る
事
は
出
米

十
、
義
民
は
困
窮
の
徐
り
怒
て
反
抗
運
動
を
起
し
易
い
O
で
あ

る
。
八
月
に
於
て
百
姓
一
授
の
多
い
の
は
主
と
し
て
之
が
箆
め

で
あ
ら
う
。
九
月
に
た
れ
ば
漸
次
牧
師
世
の
行
は
る
与
に
至
り
、

特
殊
左
る
場
合
を
除
豊
て
は
農
民
は
一
時
食
樹
の
一
小
自
向
を
感



じ
な
く
な
る
。
米
悦
の
高
低
如
何
は
別
と
し
て
米
内
牧
穫
が
あ

百
姓
日
一
慰
安
堵
の
思
主
な
す
白
み
な
ら
十
、
間
合
地

れ
ば
、

方
で
は
多
く
己
の
月
に
豊
年
祭
が
行
は
れ
、

年
の
勢
働
結
果

を
よ
ろ
こ
び
親
類
一
家
が
集
ワ
て
相
互
に
↓
楓
踊
し
、
次
い
で
又

牧
穫
に
多
忙
を
来
た
す
が
故

ι、
百
姓
一
授
を
起
す
の
余
裕
が

少
い
の
で
あ
る
。
故
に
九
月
十
月
よ
り
早
〈
も
百
姓
一
授
を
起

す
が
如
き
場
合
は
概
ね
茜
し
き
不
作
の
年
柄
で
あ
る
。
然
る
に

愈
々
牧
山
崎
も
了
り
租
税
を
納
入
し
な
け
札
ば
な
ら
ぬ
十
月
十

月
に
至
れ
ば
夏
の
問
、
減
汗
辛
苦
し
て
作
り
上
げ
た
る
米
依
の

大
部
聖
子
ぱ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
訟
に
問
題
が
起
っ
て
来

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
製
作
の
年
柄
た
れ
ば
農
民
と
し
て
も
大

た
る
苦
痛
を
感
じ
た
い
と
も
い
へ
る
が
、
然
か
も
農
民
は
、
資

買
に
よ
る
利
得
を
故
大
の
闘
心
事
と
す
る
商
工
業
者
主
異
り
、

自
己
の
作
出
し
た
る
も
の
陀
釘
し
て
非
常
た
る
愛
着
心
主
有
す

五
公
五
民
悲
し
き
は
六
公
凹
民
の
割
合
を
以
て
米

依
主
取
り
l
げ
ら
れ
る
事
K
謝
し
て
、
農
民
が
今
一
見
の
如
〈
不

快
を
感
宇
る
は
常
然
の
事
で
あ
る
。
殊
に
連
作
を
凡
た
場
合
に

は
、
毛
見
を
乞
ひ
又
は
租
税
の
紐
減
を
要
求
し
、
農
民
主
武
土

る
が
故
に
、樺

百
姓
一
摂
の
襲
生
李
簡

象誌

占
の
利
害
が
衝
突
し
、

そ
の
波
利
調
節
し
得
ざ
る
に
及
ん
で
途

に
百
姓
一
授
と
怠
る
の
で
あ
る
。
十
二
月
に
於
て
百
姓
一
提
山

最
も
多
き
は
、
十
月
十
一
月
の
頃
よ
り
合
法
的
手
段
に
・
ょ
っ
亡

租
税
山
軽
減
主
要
求
し
容
れ
ら
れ
ざ
り

L
が
故
に
、
途

ι十
二

月
頃
に
至
っ
て
愈
王
爆
品
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。

先
張
り
己
の
闘
係
に
し
て
、
秋
よ
り
の
持
越
し
で
あ
る
。
殊
V
L

一
月
に
多
き
も

十
二
月
は
百
姓
の
楓
決
算
期
で
あ
っ
て
、
百
姓
に
と
っ

τ最
も

不
愉
快
注
月
で
あ
る
。
又
多
φ
閑
暇
を
得
、
屋
外
白
労
働
を
な

す
事
少
く
、
寒
菊
に
止
ざ
さ
れ
て
家
に
劃
居
す
る
白
緒
川
刊
は

経
済
上
白
苦
痛
と
閥
出
世
し
て
、
農
民
が
暗
い
考
へ
・
8
を
な
す
よ

う
に
友
り
、
又
百
姓
が
皿
品
々
集
合
す
る
の
機
曾
が
あ
る
。
之
は

郷
て
百
姓
一
撲
の
動
因
又
は
一
議
因
企
相
結
ん
で
、
百
姓
一
撲
を

激
成
す
る
の
危
機
を
臨
胎
す
る
も
心
で
あ
る
。
十
一
月
、
十
二

月
、
一
月
の
三
ヶ
月
に
且
っ
て
百
姓
一
換
が
多
く
護
生
し
た
る

に
反
し
、
二
月
に
入
り
て
念
放
に
減
少
し
て
帰
る
の
は
.
百
粧

一
授
が
持
久
性
に
之

L
〈
、
秋
よ
り
開
始
し
た
る
反
抗
建
動
が

決
第
に
絶
焔
し
.
式
士
が
之
を
裁
断
す
る
の
運
び
に
至
る
頃
で

あ
る
か
ら
、
百
姓
は
今
日
且
の
如
く
恐
怖
し
、
首
謀
者
等
が
色
調
首

第
二
寸
ヒ
笹
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雑

批

百
姓
一
授
の
渡
生
一
季
節

獄
門
に
か
け
ら
れ
る
由
主
見
て
は
、
新
た
に
一
撲
を
起
さ
ん
ー
と

す
る
の
弟
訴
を
奪
は
れ
て
ま
ふ
。
故
に
二
月
に
費
生
し
た
る
一

授
は
、

一
授
白
裁
断
に
到
す
る
不
常
E
怒
っ
て
一
授
を
蒸
し
返

し
た
も
の
が
φ
〈
た
い
。
一
二
月
に
至
っ
て
多
少
一
挟
の
費
生
が

地
加
す
る
の
も
、

二
月

t
同
一
白
理
由
K
基
く
主
同
時
に
、
曲
民

閑
に
し
て
然
か
も
原
外
の
活
動
も
容
易
と
・
な
る
か
ら
で
あ
ら

ぅ
。
併
し
そ
れ
占
て
も
他
の
月
に
比
し
愛
生
回
数
の

φ
い
の

は
、
漸
〈
碍
来
て
農
民
の
陰
惨
た
る
気
分
を
一
掃
し
明
る
い
筑

持
を
も
た
せ
る
よ
う
に
左
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

五

右
は
主
占
し
て
農
民
自
身
の
側
よ
り
、
然
か
も
農
耕
並
に
租

税
と
の
閥
係
に
於
て
観
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
頁
に
他
由
枇
合

事
情
よ
り
も
考
察
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
例
へ
ば
六
月
七
月
八

月
白
頃
に
於
て
百
姓
一
撲
が
比
較
的
多
く
後
生
す
る
の
は
、
必

し
も
農
民
自
業
鵡
叉
は
租
税
問
題
よ
り
来
る
も
の
で
は
た
く
、

一
般
物
悦
・
と
い
へ
る
貨
幣
闘
係
に
因
由
す
る
も
の
L
如
く
で
あ

る
。
故
に
百
姓
一
撲
の
資
生
状
態
を
季
節
的
に
研
究
せ
ん
左
す

車
に
概
括
的
に
愛
生
回
数
の
多
少
を
論
や
る
の
み
で
は

れ
ば
、

第
二
十
ヒ
巻

九
八.

第

t晶

五
0 

充
分
L
と
は
い
へ
た
い
の
で
あ
っ
て
、
之
七
笠
原
因
の
側
か
ら
一
々

考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
出
。
併
し
乍
ら
百
姓
一
授
の
費
生
原
囚

は
極
め
て
複
雑
に
し
て
之
を
一
元
的
に
論
じ
去
る
事
は
向
品
在

ぃ
。
百
姓
一
艇
の
原
因
は
只
概
念
的
K
類
別
し
た
る

γ
止
り

一
白
百
姓
一
授
の
原
因
は
之
々
で
あ
り
、
他
の
一
授
の
原
悶
は

之
々
で
あ
る
主
決
定
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
只
と
の

主
た
る
原
因
と
用
品
は
る
ミ
も
の
に
よ
っ

τ類
別
す
る
の
外
は
在

い
が
、
余
の
調
査
し
た
る
五
百
七
十
四
の
百
姓
一
挟
主
査
部
原

因
別
に
類
別
す
る
事
は
全
〈
不
可
能
の
事
で
あ
っ
て
、
僅
か
に

大
観
的
論
断
主
左
し
う
る
の
み
で
め
る
。
而
し
て
大
観
的
に
い

ふ
な
ら
ば
、
経
済
的
動
因
に
基
く
も
の
印
ち
米
倒
又
は
-
般
物

倒
白
騰
貴
或
は
食
糧
の
欠
乏
等
に
基
く
百
姓
一
授
は
多
〈
六
月

七
月
八
月
の
頃
に
費
生
せ
ん
L
C

す
る
の
傾
向
が
あ
り
、
財
政
的

原
因
特
に
租
粧
の
貫
諜
に
基
く
も
の
は
十
月
以
後
一
月
迄
に
多

く
愛
生
し
て
居
る
よ
う
で
あ
る
。
と
の
四
ヶ
月
聞
に
稜
生
し
た

る
百
姓
一
授
の
蚊
は
寅
に
百
五
十
四
聞
の
多
吉
に
上
り
、
誕
生

用
。
明

h
kな
れ
る
百
姓
一
授
の
約
四
十
四
V
N
K

建
し
て
居

る
の
担
税
問
題
が
如
何
に
営
時
の
農
民
の
生
活
に
封
し
て
六
左



る
意
識
を
有
し
て
居
た
か
を
推
知
す
る
に
足
ら
う
。
倫
ほ
時
代

を
下
る
陀
つ
れ
て
経
消
的
阪
悶
が
次
第
忙
百
姓
一
授
の
資
生
江

鈎
し
て
密
接
怠
る
闘
係
を
有
す
る
に
至
り
、
殊
に
明

天
明
以

後
の
百
姓
一
授
は
、
米
恨
凸
昇
騰
井
に
官
豪
の
横
暴
と
い
へ
る

貨
幣
闘
係
に
基
く
も
の
が
犬
部
分
配
占
め
る
有
様
・
と
た
っ
た
。

従
て
と
の
時
代
に
於
て
ほ
六
月
、
七
月
、
八
月
の
頃
に
資
生
し

百ヒ。た
百
姓
一
授
の
教
が
失
第
に
増
加
す
る
の
傾
向
が
著
し
〈
左
つ

六

U
Mザ

東
山
濫

(
よ
)

東
グE山
~nま

世

内

東
海
道

月

1 

E 

6 

一

1 

6 

月月

4 

四

4 

3 

月

E 

5 

6 

月

4 ，、

E 

2 

4 

且

七

1 

1 

用
雑

長位

百
姓
一
授
の
褒
生
季
節

北
陸
選

6 8 B 4 4 a 5 

2 1 2 3 " ， 5 

仰
ほ
己
の
外
陀
も
種
々
の
立
場
か
ら
百
姓
一
授
の
護
生
の
季

節
に
つ
き
て
研
究
し
う
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
各
地
方
に
よ
っ

て
も
そ
の
後
生
し
た
る
百
姓
一
授
の
季
節
に
特
色
が
あ
り
う
る

わ
け
で
あ
る
。
査
し
各
地
方
は
夫
会
特
有
た
る
百
姓
一
授
の
護

生
来
困
即
ち
枇
合
素
質
を
有
し
、
費
生
原
因
が
異
る
か
ら
で
あ

る
。
左
に
各
地
方
に
つ
き
て
百
姓
一
撲
の
護
生
月
白
多
少
を
示

ず
で
あ
ら
う
。
而
し
て
苔
人
は
之
に
よ
っ
て
百
姓
一
授
の
後
生

季
節
に
牧
護
、
気
候
、
経
済
事
情
の
如
何
止
が
如
何
に
密
接
た

る
閥
係
あ
る
か
を
現
ム
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

山
信
浩

山
陽
逝

南
海
道

回
梅
遭

北
海
道

合

計

2 

8 

9 

9 

44 

8 

2 

4 

3 

23 

5 

4 

7 

6 

32 

I 

1 

17 

1 

1 

1 

21 

E 

8 

7 

30 

3 

6 

8 

25 

1 

第
二
十
七
巻

第

親

五

九
丸



頼

録

百
魁
一
授
。
量
生
季
節

凡

1 

7 

2 

7 

H 

九

3 

3 

1 

6 

H 

十

9 

品

月

1 

十

月

1 

2 

2 

E 

十

月

1 

6 

7 
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合

26 

62 

計

17 

以
上
白
如
く
各
道
別
に
よ
っ
て
百
姓
一
授
の
後
生
月
を
見
る

時
は
、
必
し
も
そ
の
聞
に
顕
著
・
な
る
傾
向
性
を
見
出
す
事
は
向

来
た
い
け
れ

E
も
、
然
か
も
仰
ほ
一
定
の
愛
生
傾
向
の
存
す
る

事
も
再
定
出
来
危
い
。
例
へ
ば
畿
内
東
海
道
の
如
〈
経
針
政
の

少
量
地
方
換
言
す
れ
ば
純
済
の
護
法
せ
る
地
方
に
於
て
は
、
米

債
の
高
低
茜
し
き
夏
期
に
於
て
百
姓
一
授
が
多
く
、
叉
東
山
道
、

北
陪
道
に
於
て
は
冬
季
に
百
姓
一
撲
の
少
き
は
寒
気
の
穐
め
に

野
外
活
動
の
困
難
た
る
に
基
〈
も
の
で
あ
ら
う
。
之
に
反
し
西

南
部
の
地
方
に
於
て
は
冬
季
に
百
姓
一
挟
が
多
い
。
之
れ
挙
候

ル
』
租
税
問
也
に
密
接
の
閥
係
が
あ
る
も
の
主
恩
は
れ
る
。
更
に

徳
川
時
代
二
百
六
十
五
年
同
を
各
+
年
忙
分
割
し
て
稜
生
季
節

を
見
る
に
、
矢
張
り
一
定
の
傾
向
を
見
出
し
う
る
け
れ

E
も、 5 6 5 1 38 

4 1 3 8 9 36 
第
二
十
七
巻

三

0
0

8 2 1 8 
-4 44 

第

韓

2 B 

2 

五1 

21. 32 

5 7 

4 

1 

30 37 

1 

360 48 

3 

8 

4 

紙
面
の
都
合
で
之
を
創
袋
し
、
他
の
機
舎
に
於
て
護
表
す
る
事

-
と
し
た
。
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28 


